
毎日、遅くまで学校（職員室）に電気がついていて大変だなぁと思って見てい

ます。最近、テレビ等でも教員の長時間勤務が取りざたされており、赤穂小学

校の先生は大丈夫かなと心配しています。

いろいろと対応することが多い中、いつも笑顔で迎えてくださり、ありがとう

ございます。



教職員の長時間勤務が

問題になっています。
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文科省は、平成３１年１月に

教員の残業の上限を

「月４５時間まで」としました。
（公立の教師の勤務時間の上限に関するガイドライン）
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文科省は、平成３１年１月に

教員の残業の上限を

「月４５時間まで」としました。



本校職員の勤務実態は、、、



本校、職員の勤務実態

令和４年４月の超過勤務（残業）時間

・職員平均 → ５５．5時間

・個人最長 → ８６．１時間

超過勤務の月の上限は「４５時間」なので、「平均」で１０時間、

「最長」の職員で、４１時間も超えています。職員の命と健康を守るために、

管理職による超過勤務時間の適切な管理が急務となっています。



本校、職員の勤務実態

令和４年４月～６月の超過勤務（残業）時間

超過勤務時間を減らすため、様々な取組を進めていますが、職員の平均は

依然、月の上限「４５時間」を超えており、有効な取組が行われていると

はいえません。さらなる対策が必要。

４月 ５月 ６月
職員平均（時間） 55.5 50.2 55.5

個人最長（時間） 86.1 80.1 75



このままだと、、、



①休職する職員が出てくる
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②先生を志望する人が減る（兵庫県）

（引用：教採ギルド2022年6月3日より）



②先生を志望する人が減る（他県はもっと深刻）

引用：さくら（@nahanaha222/Twitter）



③先生が不足する

（引用：読売新聞デジタル2022年1月31日より）



④不足していても、代わりがいない

（引用：中京テレビニュースウェブ2022年6月20日より）



本校職員の業務を見直し、超過勤務時間を減少させるために、

２学期からさらなる対策を進めます。

具体的な対策については、

メールやプリント等でお知らせさせて

いただきます。

保護者の皆様の、ご理解＆ご協力を

よろしくお願いいたします。


